
 

 

平成 14 年 ２月  発起人会を開催。高砂地区開発協議会が９団体にて発足。 

      6 月 石原都知事の高砂駅周辺踏切視察を機に、踏切解消の要望書を手渡す。 

      8 月  高砂中学校において踏切解消に向けた第１回目の総決起大会を開催。 

平成 16 年 10 月  第２回目の総決起大会を開催。 

平成 17 年 9 月  江戸川区北小岩地域と一体となった京成本線立体化促進住民協議会を設立。

     10 月  京成本線立体化を促進する住民決起大会を開催。 

平成 18 年 8 月 「京成本線連続立体交差化事業の早期実現のための要望書」と約 13 万名の

署名を国土交通省、東京都に提出。 

 

高高砂砂地地区区開開発発協協議議会会ニニュューースス  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第２号 平成１８年１１月 

発行元：高砂地区開発協議会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「まちづくり基本構想(案)」に地域の皆さんの意見を反映させるため、高砂駅周辺（高砂２丁目～

５丁目）にお住まいの方々を対象とした“まちづくりアンケート”調査を行います。 

 
○対象地域：高砂 2 丁目～5 丁目 

○実施期間：１１月中旬～１２月中旬（予定） 

 

＊アンケート調査票については、町会・自治会などを通じて配布されますので、ご協力のほどよろし

くお願いします。 

    会長 半沢 勝正 

協 力：葛飾区都市整備部 

電 話：５６５４－８３３９ 

京成高砂駅から江戸川駅間の京成本線は、踏切による渋滞の発生や鉄道による地域分断

等によって、安全で住みよいまちづくりに大きな支障となっています。また、平成２２年

度に予定されている成田新高速鉄道の開業に伴う影響も懸念されています。 

こうした問題の抜本的解決には、１日も早く京成本線の鉄道立体化を実現していくこと

が不可欠です。このため、高砂周辺町会と商店会９団体で構成する「高砂地区開発協議会」

では、京成本線立体化の早期実現に向け、要請活動やまちづくり勉強会など様々な取組み

を行っています。 

   高砂地区開発協議会会長 半沢 勝正 

平成 18 年度からの 2 年間は、高砂地区開発協議会の下部組織として「まちづくり委員会」を立

ち上げ、まち歩きや事例視察などを通じて、地域提案型の｢まちづくり基本構想』を作成します。今

年度は、昨年度に作成した「まちづくり基本方針（案）」を踏まえ、まちづくり基本構想の考え方に

ついて取りまとめる予定です。7 月に第 1 回（高砂駅周辺地区の現況と位置づけ）、９月に第 2 回

（まち歩き）を開催しました。 

今後の予定は以下のとおりです。 
 

平成１８年１１月頃 

第３回委員会（問題点・課題の整理） 

平成１８年１２月頃 

第４回委員会（まちの現状分析） 

平成１９年 １月頃 

第５回委員会（全体のまちづくりの考え方①、 

来年度の検討組織について） 

平成１９年 ３月頃 

第６回委員会（全体のまちづくりの考え方②、 

来年度の検討組織について） 
第２回まちづくり委員会の様子

今年の８月には、京成本線立体化の早期実現に向けて、葛飾・江戸川両区長と共に、国土交通省並びに東京

都へ要請活動を行い、地域住民約 13 万人の署名と要望書を提出してきました。 
京成電鉄への要請

国土交通省への要請 東京都への要請
京成電鉄への要請

今年の 10 月 24 日、京成電鉄社長宛に高砂

駅南側にもエレベーターを設置する旨の要望

書を提出しました。これは、鉄道立体化までの

暫定措置として、地域の方々が少しでも安全か

つ快適に生活できるように、バリアフリー化や

開かずの踏切対策の一環とするものです。 



 

平成 14 年２月に京成高砂駅周辺の町会、自治会及び商店会など９団体により発足

しました。これまで、高砂駅周辺の踏切の改善や連続立体交差事業の早期実現化を目

指して活動しています。 

 
 

 
平成 17 年 9 月に高砂地区開発協議会と北小岩地域の町会、自治会及び商店街の代

表者の方々と共同で設立しました。同年 10 月に「京成本線立体化を促進する住民決

起大会」を開催し、翌年８月には国土交通省、東京都へ要請活動を行いました。 

高砂地区開発協議会では、京成本線（京成高砂駅

～江戸川駅間）の連続立体交差事業と併せた一体的

な街づくりを推進するため、平成 17 年度に計５回

のまちづくり勉強会を開催し、まち歩きやまちの問

題点・課題の整理を踏まえた上で地域提案型の「ま

ちづくり基本方針（案）」（右図）を作成しました。 

京成本線（京成高砂駅～江戸川駅間）については、「踏切対策基本方針（平成 16 年

６月、東京都）」における「鉄道立体化の検討対象区間」として抽出された都内 20 区

間のひとつに位置づけられています。 

一方、連続立体交差事業の採択基準（事業を実施する区間を決める基準）には、「ま

ちづくりのうえで効果があること」がうたわれており、事業採択に向けては、膨大な

事業費に見合うまちづくりの効果が厳しく問われます。全国数ある事業候補地の中か

ら高砂地域が選ばれるためには、地元の熱意とともに事業効果を最大限に引き出す総

合的なまちづくりが必要となります。 

昨年のまち歩きの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


